
陣
屋
町
の
形
態
と
構
造
に
つ
い
て

ー

l
近
江
高
島
郡
大
溝
陣
屋
の
場
合
|
|

矢

野

司

日目

は

じ

め

に

近
世
に
成
立
し
た
都
市
と
り
わ
け
城
下
町
に
つ
い
て
は
、
歴
史
地
理
学
を
は
じ
め
と
し
た
関
連
の
諸
科
学
に
よ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
性

陣屋町の形態と構造について

格
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
Z
。
前
近
代
都
市
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
城
下
町
の
多
く
は
近
代
都
市
と
し
て
も
存
続
し
た
し
、

ま
た
、
中
心
地
と
し
て
の
意
味
あ
い
も
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
研
究
の
対
象
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
多
く
取
扱
わ
れ
て
き
た

要
因
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
な
か
で
城
下
町
プ
ラ
ン
や
そ
の
形
態
的
側
面
、
明
治
期
に
な
っ
て
の
近
代
都
市
と
し
て
再
出
発
し
た
時

点
で
の
問
題
点
な
ど
が
、
こ
れ
ま
で
多
方
面
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

近
世
城
下
町
の
注
目
す
べ
き
性
格
を
こ
れ
ま
で
の
研
究
史
の
う
え
か
ら
整
理
す
る
と
-
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
い
え
よ
う
。
第
一
の
性

格
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
封
建
領
主
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
都
市
計
画
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
(
2
3

つ
ま
り
、
自
然
発
生
的
に
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成
立
し
た
集
落
で
は
な
く
、
極
め
て
人
為
的
に
造
ら
れ
た
集
落
が
城
下
町
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
城
下
町
と
い
わ
れ
る
も
の
の

建
設
期
は
、

一
六
世
紀
の
後
半
か
ら
一
七
世
紀
に
か
け
て
集
中
し
て
お
り
、
城
下
町
は
そ
の
こ
と
を
み
て
も
幕
藩
体
制
を
象
徴
す
る
都
市



と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
第
二
の
性
格
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
都
市
計
画
の
際
に
侍
屋
敷
地
区
の
配
置
が
重
要
な
要
素
と
し
て
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取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
侍
屋
敷
地
区
は
一
'
般
に
土
地
条
件
な
ど
か
ら
み
て
有
利
な
場
所
を
占
有
し
て
い
た
(33

さ
て
、
城
下
町
と
よ
く
対
比
さ
れ
る
陣
屋
町
と
は
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
集
落
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
来
、
陣
屋
は
戦
時
ま
た

は
軍
事
演
習
の
際
に
将
士
の
宿
営
す
る
臨
時
の
宿
舎
を
さ
す
。
あ
く
ま
で
も
臨
時
の
戦
闘
陣
地
な
の
で
あ
っ
て
、
城
主
が
住
む
半
永
久
的

な
施
設
で
あ
る
城
郭
と
は
区
別
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
近
世
に
は
幕
府
の
郡
代
・
代
官
な
ど
の
地
方
支
配
の
役
所
、
高
禄
の

旗
本
の
居
所
、
藩
の
飛
地
領
支
配
の
た
め
の
役
所
、
大
藩
の
重
臣
の
居
所
、
大
名
の
う
ち
家
格
上
で
国
持
や
城
主
あ
る
い
は
城
持
で
な
い

も
の
の
居
所
な
ど
、
極
め
て
広
範
囲
に
陣
屋
と
い
う
用
語
を
適
用
し
て
い
る

Z
o
例
え
ば
、

日
本
城
郭
体
系
の
北
海
道
編
で
は
、
幕
藩
体

制
末
期
に
設
け
ら
れ
た
洋
式
の
台
場
ま
で
も
陣
屋
と
称
し
て
お
り
、
中
林
保
が
研
究
対
象
と
し
た
鳥
取
藩
領
内
に
発
達
し
た
家
老
級
の
居

所
も
陣
屋
町
で
あ
る
(
5
)
O

城
下
町
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
の
は
、
家
格
上
で
城
持
と
な
れ
な
い
小
大
名
の
居
所
で
あ
ろ
う
。
国
持
や
城
主
で
な

い
た
め
に
本
格
的
な
城
郭
を
築
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
た
め
に
陣
屋
を
造
っ
た
。
そ
し
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
の
中
心
と
し
て
計
画

的
な
町
を
建
設
し
た
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
陣
屋
を
中
心
と
し
て
プ
ラ
ン
さ
れ
て
き
た
町
を
陣
屋
町
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た

し、
O 

と
こ
ろ
で
、
城
主
に
準
じ
る
大
名
が
陣
屋
を
構
築
し
た
場
合
、
先
に
示
し
た
城
下
町
の
特
質
で
あ
る
二
点
は
陣
屋
に
つ
い
て
も
当
て
は

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
た
と
え
小
大
名
と
い
え
ど
も
領
域
の
中
心
を
定
め
る
場
合
、
そ
の
立
地
は
自
然
発
生
的
集
落

で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
軍
事
的
配
慮
も
含
め
た
人
為
的
な
配
慮
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
問
と
い
え
る
よ
う
な
規
模
ま
で

に
な
っ
た
場
合
は
、
当
然
、
領
域
の
首
都
と
し
て
の
計
画
的
な
陣
屋
町
プ
ラ
ン
が
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
武
士
階
級
が
支
配
階

級
で
あ
っ
た
封
建
時
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
居
住
地
区
で
あ
る
侍
屋
敷
地
区
の
問
題
な
ど
は
陣
屋
町
建
設
に
当
た
っ
て
も
、
第
一
に
考
慮



に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
問
題
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
陣
屋
町
の
立
地
に
し
て
も
、
プ
ラ
ン
に
し
て
も
、
そ
の

性
格
か
ら
考
え
て
自
ず
と
城
下
町
と
基
本
的
に
共
通
す
る
部
分
が
多
い
も
の
も
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
的
要
因
や
財
政
能
力
が
小
規
模
の
た
め
に
異
な
っ
て
く
る
部
分
が
で
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
近
江
国
高
島
郡
大
海
陣
屋
町
を

中
心
に
取
上
げ
、
陣
屋

0

フ
ラ
ン
の
一
事
例
と
し
て
陣
屋
町
建
設
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
行
な
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
規
模
や
機
能
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

陣
屋
町
の
成
立
と
そ
の
立
地

近
世
の
近
江
盆
地
に
は
、
彦
根
や
膳
所
・
水
口
な
ど
を
藩
領
の
首
都
と
す
る
町
の
規
模
が
比
較
的
大
き
い
城
下
町
と
、

一
万
石
級
の
小

さ
な
石
高
か
ら
な
る
城
主
格
に
は
属
さ
な
い
堅
固
・
三
上
・
西
大
路
・
山
上
・
宮
川
・
小
室
な
ど
、

い
う
な
ら
ば
陣
屋
格
の
大
名
の
所
在

陣屋町の形態と構造について

地
が
存
在
し
た
(
6
)
O

近
世
に
お
い
て
、
現
在
の
関
東
地
方
や
近
畿
地
方
な
ど
の
地
域
は
非
領
園
地
帯
と
呼
ば
れ
て
、
特
定
の
一
つ
の
藩
領

に
属
さ
な
い
地
域
が
広
が
っ
て
い
た
。
近
江
盆
地
も
そ
の
非
領
園
地
帯
の
顕
著
な
例
で
あ
っ
た
。
盆
地
内
を
一
つ
に
ま
と
め
る
よ
う
な
巨

大
な
藩
は
存
在
せ
ず
、
小
さ
な
藩
が
錯
綜
し
、
天
領
が
多
く
、
藩
領
も
準
天
領
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
近
江
盆
地
で
は
図
ー
の
よ
う

に
、
藩
が
入
封
・
交
替
・
廃
藩
と
い
う
変
遺
を
た
ど
っ
た
が
、
城
主
格
の
大
名
は
全
て
基
本
的
に
交
替
す
る
こ
と
の
多
い
譜
代
大
名
で
あ

る
。
非
領
国
地
帯
に
陣
屋
格
の
大
名
の
分
布
が
集
中
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
中
島
義
一
の
報
告
が
あ
る

Z
が
、
表
ー
を
み
れ
ば
、
そ
の
中

で
も
近
江
盆
地
は
奈
良
盆
地
と
と
も
に
陣
屋
格
の
大
名
の
最
大
集
中
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
陣
屋
格
大
名
の
所
在
集

155 

落
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
盆
地
内
に
お
け
る
交
通
の
分
岐
点
・
要
衝
に
立
地
す
る
傾
向
を
示
し
、
人
口
規
模
も
比
較
的
大
き
な
も
の
に
発
達
し

た
事
例
が
多
い
。
そ
し
て
、
享
保
年
間
(
一
七
三
ハ
i
)
以
前
の
対
比
的
早
い
時
期
に
置
か
れ
た
陣
屋
で
は
、
大
海
の
ほ
か
、
小
室
・
仁
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正
寺
な
ど
中
心
性
を
も
っ
た
集
落
、
あ
る
い
は
中
心
的
役
割
を
果
し
た

集
落
と
結
合
し
た
も
の
が
見
出
せ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
藩
領
の

分
布
は
、
表
2
の
よ
う
に
非
領
園
地
帯
の
性
格
上
、
相
給
・
分
散
を
特

近世における近江盆地の大名変遷

色
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
江
盆
地
内
で
封
建
領
主
と
無
関
係
に
発
展

し
た
人
口
規
模
の
大
き
い
集
落
に
は
、
大
津
・
長
浜
・
近
江
八
幡
・
日

野
な
ど
が
あ
る
が
、

い
ず
れ
も
信
長
・
秀
吉
の
時
代
に
城
下
町
と
し
て

一-0

朝日山
小室
高島

大溝

計
画
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
こ
と
は
注
目
で
き
る
事
象
で
あ
ろ
う
。

大
溝
陣
屋
町
は
近
江
田
高
島
郡
勝
野
(
現
滋
賀
県
高
島
町
)
に
あ

る
。
明
治
一
一
一
年
(
一
八
七
九
)
の
『
共
武
政
表
』
に
よ
る
と
、
表
3

の
よ
う
に
、
男
子
人
口
一

O
七
九
人
、
女
子
人
口
一
一
五
二
人
、
総
人

図 1

口
二
二
コ
二
人
で
、
戸
数
四
七
九
戸
を
数
え
る
互
。
近
江
盆
地
の
中
で

は
一
一
番
目
、
湖
西
地
域
で
は
今
津
を
し
の
ぐ
最
大
の
人
口
規
模
の
集

落
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
在
も
今
津
と
並
ぶ
こ
の
地
方
の
大
き
な
中

同
じ
盆
地
内
の
彦
根
や
長
浜
・
水
口
・
膳
所
な
ど
の
城
下
町
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
仁
正
寺
・
山
上
な
ど
の
陣
屋
町
と
比
較
す
る
と
飛

心
集
落
で
あ
る
。
表
3
に
示
し
た
よ
う
に
、
人
口
規
模
か
ら
み
る
と
、

抜
け
て
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
、
他
の
陣
屋
格
大
名
の
居
所
の
所
在
地
に
比
べ
て
城
下
町
に
性
格
が
よ
く
似
て
い
る
。

ま
た
、
表
4
の
よ
う
に
、
明
治
一
一
一
一
年
(
一
八
八

O
)
の
『
滋
賀
県
物
産
誌
』
か
ら
総
人
口
に
対
す
る
士
族
人
口
の
割
合
を
み
て
も
、
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表 1 陣屋格大名の国別分布表

地 号長12f ヰ孟語ず 守罪認す キm~1 可語品す
旧 国 名

大義 義大 義大 大義 義大
域

東
陸出

奥 1 8 3 16 5 17 6 18 7 19 
~t jJjJ 。 3 2 9 2 11 3 12 5 14 

下 野 2 13 4 9 3 7 3 7 6 9 
上 野 6 11 4 7 3 9 4 9 4 9 

関 常 陸 6 13 4 8 5 9 6 10 7 12 
下 総 3 7 2 5 4 8 4 7 4 8 
上 市生 。 3 。 2 1 4 1 5 8 12 

東 安 房 1 1 1 2 1 2 2 3 3 4 

武相 模蔵
2 4 3 6 4 7 3 6 1 4 
1 1 2 3 。 1 1 2 1 2 

駿甲 斐i可
1 1 2 3 。 。 。 。 。 。。 1 。 1 2 3 1 2 。 1 

遠 江 2 4 1 3 2 4 2 4 1 1 
中 z可 1 7 2 8 1 7 2 7 4 10 

尾 張 。 3 。 1 。 1 。 1 。 2 
美 Z農 4 13 1 6 3 8 3 6 4 9 

イ飛言 騨J農
。 1 。 。 。 。 。 。 。 。。 6 3 11 2 10 2 8 3 11 

剖l 越 f中走 3 6 2 7 5 11 5 10 6 11 
越 。 。 。 。
越 古昔 1 3 1 5 2 6 2 6 2 6 
方日 賀 。 1 。 2 。 2 。 2 。 2 

若i!i: 狭 。 1 。 1 。 1 。 1 。 l 
江 1 6 3 6 8 11 7 10 5 8 

伊
賀勢

。 1 。 。 。 。 。 。 。 。
イ罪 2 9 2 7 4 9 3 8 2 7 

i丘 志 摩 。 1 。 1 。 1 。 1 。 1 
山 城 。 2 。 1 。 1 。 1 。 1 
大 手津口 7 9 4 6 5 7 5 7 6 8 
摂 。 。 2 4 2 4 2 4 2 2 
j可

泉内
1 1 3 3 2 2 2 2 2 2 

幾 手口 1 2 。 1 1 2 1 2 1 2 

紀播 伊磨
。 1 。 1 。 1 。 1 。 3 。 1 3 7 5 9 6 10 7 11 

丹 7f皮圭
1 5 2 6 3 7 3 7 3 7 

丹 。 1 1 3 1 3 1 3 1 3 

f因旦 馬I幡
1 2 1 2 1 2 1 2 2 3 。 5 2 3 2 3 2 3 2 3 

中 出 雲 。 1 2 3 2 3 2 3 2 3 

備石美前・備作見中

。 1 。 2 。 2 。 2 。 2 。 1 3 4 。 1 。 2 。 3 
閏 2 3 3 6 5 8 6 8 7 10 

備 f走 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
周防・長門 。 1 3 4 3 4 3 4 3 5 

四 阿讃波・淡岐路
。 2 1 2 。 1 。 1 。 1 。 1 。 2 1 3 1 3 1 3 

国 f罪 予佐
。 2 4 8 5 9 4 8 4 8 

土 。 1 1 2 。 1 。 1 1 2 

筑 官f走官
。 1 1 2 1 2 1 2 1 2 

筑 。 1 1 3 1 3 。 2 1 3 
ゴL 豊

官f圭官
。 1 1 3 1 3 1 3 1 3 

豊 1 6 1 7 1 7 1 7 1 7 
n~ 官f表官 1 6 3 日 4 10 4 10 4 10 

州、| H巴 。 2 2 4 2 4 2 4 2 4 

大日隅・薩向摩
。 4 。 4 。 4 。 4 。 4 。 2 。 2 。 2 。 2 。 2 

全 国 52 193 86 233 105 257 108 253 127 280 
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表 2 近江盆地内の藩領分布

大溝藩 西大路藩 宮川藩 山上藩 堅固藩 膳所藩 彦根藩 水口藩 天領・旗本

高島郡 15，933 4，651 

滋賀郡 1，283 6，410 8，892 1，203 

栗太郡 。 37，111 

野州郡 2，606 2，263 1，809 2，531 

甲賀郡 2，087 3，067 1，749 21，637 

蒲生郡 13，496 1，215 1，230 2，811 

神崎郡 3，296 1，336 

愛知郡 928 28，654 

犬上郡 61，710 

坂田郡 312 66，474 1，720 2，878 

浅井郡 887 11，769 

伊香郡 1，616 14，991 

近江盆地内 18，539 15，759 7，322 11 ，323 6，410 54，019 184，934 26.168 4，081 

近江盆地外 6，461 2，241 5，678 1，677 6，590 5，981 65，066 。
所領合計 25，000 18，000 13，000 13，000 13，000 60，000 250，000 26，168 

q日高旧領取調』による

表3 近江国の城下町および陣屋所在地の人口(明治12年)

近 江 国

集 落 名 男子人口 女子人口 総 人 日

大 i宰 8，868 9，231 18，099 

膳 所 2，194 2，280 4，474 

彦 根 13，187 14，183 27，370 

長 浜 2，934 3，176 6，110 

水 口 2，439 2，551 4，990 

正 寺 798 892 1，690 

山 上 687 686 1，373 

宮 司 330 318 648 

大 溝 1，079 1，152 2，231 

『共武政表』による
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表 4 近江国の士族人口と集落規模(明治13年)

近 江 国

集 落 名 士族人口 総 人 口 士族人口比

大 i掌 334 18，269 1.8 

謄 所 929 3，819 24.3 

彦 根 9，569 21，929 43.6 

長 浜 50 5，966 0.8 

水 口 900 4，990 18.0 

正 寺 175 1，690 10.4 

山 上 141 1，235 11.4 

{ 邑 司 88 722 12.2 

大 i善 510 2，215 23.0 

ritt賀県物産誌』による

表5 大和国の城下町および陣屋所在地の人口(明治12年)

集 落 名 男子人口 女子人口 総 人 口

郡 山 7，103 7，241 14，344 

泉 1，051 1，069 2，120 

竜 田 1，055 1，024 2，079 

松 山 1，119 1，096 2，215 
十乙~ 619 662 1，281 

回 原 本 1，352 1，370 2，722 

相P 本 1，227 1，238 2，465 

御 所 1，981 2，091 4，072 

新 圧 550 618 1，168 

二見五条 1，992 2，017 4，009 

『共武政表』による
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二
O
%を
超
す
の
は
大
溝
の
場
合
の
み
で
あ
る
。
大
溝
は
町
並
が
城
下
町
的
な
た
た
ず
ま
い
を
よ
く
残
し
て
い
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
考
え
て
も
、
城
下
町
的
性
格
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
結
果
か
ら
大
溝
が
陣
屋

格
の
大
名
の
居
所
と
し
て
異
常
に
大
き
な
集
落
で
、
陣
屋
町
と
し
て
の
特
殊
例
で
あ
っ
た
と
の
判
断
は
不
当
で
あ
ろ
う
。
近
江
盆
地
と
同

じ
よ
う
に
陣
屋
格
の
大
名
の
多
か
っ
た
奈
良
盆
地
の
状
況
を
み
る
と
、
陣
屋
格
大
名
の
所
在
地
で
あ
る
田
原
本
・
柳
本
な
ど
の
典
型
的
陣

屋
町
で
も
、
人
口
規
模
と
し
て
大
溝
と
同
等
な
い
し
は
そ
れ
を
上
廻
る
も
の
が
あ
る
。
芝
と
新
庄
が
一
ラ
ン
ク
小
さ
い
が
、
こ
の
二
つ
の

場
合
は
特
殊
な
事
情
が
あ
っ
た
。
芝
の
場
合
は
近
世
中
期
に
領
主
の
織
田
氏
が
柳
本
に
移
動
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
新
庄
の
場
合

も
近
世
中
期
で
桑
山
氏
が
廃
藩
と
な
り
、
再
び
幕
末
に
な
っ
て
、
水
井
氏
に
よ
り
こ
の
地
区
に
陣
屋
が
設
け
ら
れ
た
と
こ
ろ
は
櫛
羅
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
互
O

陣
屋
町
の
形
態
と
構
造

大
海
陣
屋
町
が
築
か
れ
た
場
所
は
、
比
良
山
地
を
源
流
と
す
る
安
曇
川
・
鴨
川
な
ど
が
つ
く
る
扇
状
地
性
三
角
州
の
南
端
に
位
置
す

る
。
図
2
を
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
東
側
と
南
側
は
琵
琶
湖
と
内
湖
で
あ
る
乙
女
ヶ
池
に
固
ま
れ
、
西
側
は
地
塁
山
地
で
あ
る
比
良
山

地
の
延
長
に
当
た
る
山
々
が
そ
び
え
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
上
流
部
は
風
化
侵
食
を
受
け
や
す
い
花
山
岡
岩
質
で
で
き
て
い
る
た
め
に
土
砂

を
大
量
に
供
給
し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
河
川
に
沿
っ
て
の
扇
状
地
性
三
角
州
上
に
は
自
然
堤
防
な
ど
が
発
達
す
る
B

が
、
し
か
し
、
陣
屋
お
よ
び
陣
屋
町
が
位
置
す
る
地
形
は
概
し
て
平
坦
で
あ
り
、
目
立
っ
た
起
伏
は
な
い
。
ま
た
、
隆
起
性
豆
扇
状
地
性

三
角
州
の
た
め
数
段
の
段
丘
面
が
、
こ
の
地
域
に
は
発
達
し
て
い
る
が
、
西
部
の
低
位
段
丘
面
を
利
用
し
て
、

日
吉
神
社
や
大
善
寺
・
円

光
寺
・
瑞
雪
寺
の
立
地
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

ほ
か
に
徴
高
地
を
利
用
す
る
陣
屋
町
プ
ラ
ン
と
関
係
が
あ
り
そ
う
な
施
設
も
存
在
し
な
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ぃ
。
自
然
的
条
件
か
ら
陣
屋
町
の
立
地
を
規
定
し
て
い
る
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
扇
一
状
地
性
の
地
形
の
一
扇
一
端
に
位
置
し
て
地
下

水
の
湧
水
地
点
に
当
た
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
扇
状
地
性
の
安
曇
川
三
角
州
か
ら
鴨
川
三
角
州
に
か
け
て
は
、
等
高
線
九

0
メ
ー
ト
ル

の
と
こ
ろ
に
湧
水
帯
が
存
在
す
る
が
、
陣
屋
を
中
心
と
す
る
列
状
の
集
落
は
、
そ
の
湧
水
帯
に
立
地
し
て
お
り
、
琵
琶
湖
の
堆
積
物
の
関

係
で
悪
水
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
は
、
近
世
に
湧
水
帯
か
ら
水
道
が
引
か
れ
て
い
る
。

大
溝
陣
屋
の
所
在
す
る
地
に
織
田
信
澄
に
よ
っ
て
城
が
築
か
れ
た
の
は
、
戦
国
期
後
半
の
天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
の
こ
と
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
城
と
い
っ
て
も
中
世
の
城
館
で
あ
り
、
近
世
の
城
郭
と
は
一
線
を
画
す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
町
場
の
発
達
も
近
世

の
も
の
と
比
較
す
る
と
、
極
め
て
貧
弱
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
E
。
陣
屋
が
置
か
れ
て
陣
屋
町
が
再
編
成
さ
れ
た

の
は
、
元
和
五
年
(
一
六
一
九
)
大
阪
の
障
の
動
功
に
よ
っ
て
、
高
島
郡
内
三
二
ヵ
村
と
野
洲
内
五
ヵ
村
と
に
計
二
万
石
を
与
え
ら
れ
た

分
部
光
信
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
伊
勢
上
野
に
居
を
構
え
て
い
た
分
部
氏
は
、
表
6
に
掲
げ
た
よ
う
な
四
五
名
の
家
臣
と
と
も
に

入
封
し
、
大
溝
の
陣
屋
町
の
建
設
に
力
を
注
い
だ
。
織
田
信
澄
の
築
城
か
ら
分
部
氏
の
入
封
ま
で
に
、
丹
羽
長
秀
・
加
藤
光
泰
・
生
駒
親

正
・
京
極
高
次
な
ど
の
多
く
の
城
主
が
交
替
で
入
封
し
た
が
、
そ
の
在
城
期
間
が
短
か
っ
た
た
め
に
、
そ
の
後
の
陣
屋
町
プ
ラ
ン
(
な
い

し
は
城
下
)
の
整
備
に
与
え
た
影
響
は
少
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
表
7
の
よ
う
に
、
分
部
氏
の
前
封
地
上
野
の
総
人
口
は
一
六

0
0
人
余
で
あ
り
、

五
O
O
人
余
の
士
族
人
口
を
考
え
れ
ば
、
大
溝
陣
屋
町
の
人
口
規
模
と
似
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
も
と
も

と
分
部
氏
の
転
封
は
、
慶
長
二
二
年
二
六

O
八
)
に
藤
堂
高
虎
が
伊
予
か
ら
津
に
転
封
し
た
こ
と
と
、
元
和
五
年
に
徳
川
頼
宣
が
紀
州

和
歌
山
に
封
ぜ
ら
れ
た
余
波
で
あ
っ
た
2
0
す
な
わ
ち
、
御
三
家
で
あ
る
紀
州
和
歌
山
藩
と
外
様
の
雄
藩
で
あ
る
津
藩
に
挟
ま
れ
て
、
所

領
と
防
衛
上
の
理
由
か
ら
分
部
藩
は
移
封
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
分
部
氏
は
、
以
後
、
明
治
ま
で
こ
の
陣

屋
町
を
中
心
に
高
島
郡
内
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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表6 元手口5年(1619)移封時の分部氏の給人

以一一一一一一一

主百百百 百 百 百 百 百 百 百百百参参三

計 一一十 一十一 一一十 一十一 二十 二十 五十 五十 五十 五十 五十 五十 百 百 五十H 

四 石 石石石石石石石石石石石石石石

十

五人 所別 湯浅 小波 林 鰭 雛 細野 所別 分部 裁田 所別 府別 分部 分黄治右衛門 分部
六 七
郎チー八 宇チー道郎チー 勝九弥宗{専九九 庄

千門門多毒久門方門夫蕎郎 衛衛衛門間 衛
六信幸 福 語太 兵兵兵喜左 兵

百 一 一一一一一一一一一一一

五 百 百百百百百百百百百百百 弐 弐 参

十 弐 弐弐弐弐弐弐弐弐弐三三
五十十十 十 十 十 十 十 十 十十十 百百百

石石石石 石 石 石 石 石 石 石石石石石石

小薮御杉小長別市牧小野 林晶事治3 分笠分立W川田厨田川谷所川 川呂 部井太百Il

千理ー 太七四嘉清三五 右衛兵門 十右 需書五左郎
語兵兵 兵兵左有何 後右衛
門衛衛郎兵衛衛衛衛門門 門門門 左衛門門

一一一一一一一一一一一一一一一、、 、 、 、 、 、 、 、 、、、、、、

切Aι 七百百百百百百百百百百百百弐

ホ十十 弐五七

五 十十十

石石石石石石石石石石 石石石石石

大武藤裁別分 分ま郎事分笠別細 別 前 前 恒
河内野枝田所三部 部四井弥 所野所田田川

i原十半九郎十停 左郎五儀喜左弥 孫十

太 最太語十 衛 兵兵 語喜兵ii 
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伊勢図の城下町および陣屋所在地の人口(明治12年)

集 落 名 男子人口 女子人口 総 人 口

桑 名 7，060 7，866 14，926 

長 向島 271 355 626 

菰 野 227 252 479 

亀 山 1，386 1，453 2，839 

神 戸 1，318 1，403 2，721 

女~ 濃 津 5，121 5，469 10，590 

久 居 444 1，959 2，403 

松 坂 4，851 5，290 10，141 

田 丸 602 640 1，242 

上 野 800 849 1，649 

表 7

『共武政表』による

陣
屋
町
の
形
態
は
次
ペ

l
ジ
に
示
し
た
図
3
の
よ
う
に
、
北
国
街
道
沿
い
に
町

場
を
発
達
さ
せ
る
。
こ
れ
を
大
き
く
分
け
る
と
、
小
字
で
「
市
内
」

「港」

「
大
平
良
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
三
つ
の
地
区
と
、
城
お
よ
び
「
郭
内
」
と
呼
ば
れ

る
支
配
階
級
で
あ
る
藩
主
と
士
族
が
集
中
し
て
居
住
す
る
地
区
と
か
ら
な
っ
て
い

た。
小
字
「
市
内
」

「港」

「
大
平
良
」
の
三
地
区
は
町
屋
地
区
で
あ
り
、
後

者
の
小
字
「
郭
内
」
は
侍
屋
敷
地
区
に
当
た
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
、
さ
ら
に
細
か
い

地
区
の
町
名
に
区
分
さ
れ
、
例
え
ば
、
小
字
「
市
内
」
の
中
に
は
蝋
燭
町
・
職
人

町
・
西
町
・
南
市
本
町
・
十
四
軒
町
・
新
庄
中
町
・
新
庄
本
町
・
今
市
中
町
・
今

市
本
町
・
新
庄
新
町
が
、
「
港
」
に
は
六
軒
町
・
長
万
町
・
船
入
町
・
江
戸
屋
町

が
、
「
大
平
良
」
に
は
伊
勢
町
な
ど
が
、
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
六
軒
町
・
長
万
町
・
江
戸
屋
町
・
蝋
燭
町
・
職
人
町
・
十
四
軒
町

は
大
溝
六
町
と
呼
ば
れ
、
分
部
氏
が
伊
勢
上
野
か
ら
大
溝
に
転
封
し
た
と
き
に
、

同
時
に
移
住
し
た
商
工
業
者
が
居
住
し
た
町
で
あ
る
。
旧
来
か
ら
東
部
に
散
在
し

て
い
た
町
屋
を
本
町
・
新
町
・
中
町
・
西
町
の
町
通
り
を
基
軸
と
し
た
線
に
、
新

し
い
移
住
者
の
町
大
溝
六
町
を
取
込
ん
で
、
従
来
の
町
よ
り
も
一
回
り
大
き
い
陣

屋
町
が
出
現
し
た
。
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1.勝野町

2.船 入 町

3.江戸屋町

4 蝋燭町

5.職人目T

6.十四軒町

一
方
、
陣
屡
自
体
は
内
堀
が
め
ぐ
ら
さ
れ
て
防
衛

さ
れ
、
小
字
「
郭
内
」
の
侍
屋
敷
地
区
も
外
堀
に
よ

大i葬陣屋町地域区分図

っ
て
守
ら
れ
て
惣
郭
を
構
成
し
て
い
る
。
惣
郭
の
範

囲
に
当
た
る
小
字
「
郭
内
」
は
城
地
・
藩
公
用
地

東
町
・
南
町
・
中
町
・
北
町
か
ら
な
り
、
東
西
四
町

余
、
南
北
二
町
余
を
占
め
る
プ
ラ
ン
で
あ
っ
た
こ
と

が
「
享
保
年
間
城
下
町
絵
図
」
か
ら
も
知
る
こ
と
が

図3

で
き
る
。
士
族
の
居
住
区
で
あ
る
侍
屋
敷
地
区
と
町

屋
は
か
な
り
明
確
な

0

フ
ラ
ン
に
よ
っ
て
分
離
さ
せ
ら

れ
て
い
た
。

地
が
狭
ま
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
北
国
街
道
の
押
え
の
役
割
に
適
し
た
場
所
に
あ
る
。
ま
た
、
水
利
面
か
ら
み
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

な
お
、
侍
屋
敷
地
区
は
丘
陵
と
湖
が
ま
じ
わ
り
平

陣
屋
町
の
立
地
す
る
場
所
は
湖
岸
に
近
接
す
る
た
め
に
鉄
気
を
お
び
て
悪
水
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
補
う
た
め
の
水
道
が
日
吉
神
社
の
方
か

ら
引
か
れ
て
い
る
。
町
屋
方
面
に
も
水
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、
水
源
地
を
異
に
し
て
い
る
。

お
も
な
士
族
の
分
布
は
、
元
和
年
間
の
移
封
当
初
か
ら
小
字
「
郭
内
」
の
侍
屋
敷
地
区
に
集
住
し
、
幕
末
ま
で
固
定
さ
れ
る
が
、
「
享

165 

保
年
間
城
下
町
絵
図
」
に
よ
っ
て
、
す
で
に
享
保
年
間
に
惣
郭
外
に
も
居
住
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
惣
郭
内
の
侍
屋
敷
地
区
の
移
封

当
時
か
ら
の
四
五
軒
は
ほ
と
ん
ど
移
動
も
せ
ず
に
幕
末
を
迎
え
る
が
、
そ
れ
ら
の
家
の
分
家
、
例
え
ば
、
前
田
・
野
呂
・
笠
井
な
ど
の
名
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が
み
ら
れ
る
。
後
世
の
作
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
元
和
五

年
移
封
嘗
時
家
中
屋
敷
割
図
」
に
よ
っ
て
算
出
す
る
と
、
惣
郭

内
に
居
住
す
る
者
の
石
高
平
均
は
一
四
O
石
で
あ
り
、
こ
の
藩

と
し
て
は
惣
郭
内
に
比
較
的
高
い
身
分
も
し
く
は
家
格
の
者
が

閑
居
住
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
惣
郭
外
の
士
族
の
分
布
は
、

吐
西
町
・
伊
勢
町
・
職
人
町
に
集
中
し
、
西
町
で
は
総
戸
数
二
四

附
戸
の
う
ち
一
三
戸
が
、
伊
勢
町
で
は
総
戸
数
一
一
一
戸
の
う
ち
一

幡
一
戸
す
べ
て
が
、
職
人
町
で
は
二
八
戸
の
う
ち
六
戸
が
士
族
の

草
骨対

屋
敷
地
で
あ
る
。
新
庄
中
町
・
今
市
本
町
に
も
二
戸
ず
つ
の
分

剛
布
が
み
ら
れ
る
。
惣
郭
内
の
侍
屋
敷
地
区
に
対
し
て
、
「
市

内
」
に
居
住
す
る
士
族
の
階
級
は
一

O
石
未
満
の
低
い
石
高
な

い
し
は
石
高
は
高
い
が
地
元
で
家
臣
に
取
立
て
ら
れ
た
者
が
多

い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
城
を
中
心
と
し
た
階
層
性
の
高
い
住
居

め
て
固
定
的
で
役
職
の
変
化
な
ど
の
移
動
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
明
治
の
迅
速
測
図
か
ら
推
定
す
る

パ
タ
ー
ン
が
見
出
さ
れ
よ
う
。
し
か
も
、
居
住
パ
タ
ー
ン
は
極

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

と
、
階
級
の
高
い
藩
の
重
職
が
住
ん
だ
郭
内
の
方
が
崩
壊
破
壊
が
早
か
っ
た
こ
と
は
、
城
下
町
の
一
般
的
特
性
と
あ
わ
せ
て
検
討
の
余
地



四

と

め

ま

幕
藩
体
制
に
お
い
て
畿
内
の
お
よ
そ
半
分
は
幕
府
に
直
接
統
轄
さ
れ
た
天
領
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
残
り
の
半
分
が
二

O
余
の
大
名
に

よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

一
つ
の
村
が
旗
本
・
代
官
・
大
名
な
ど
い
く
つ
も
の
領
主
に
統
治
さ
れ
る
場
合
さ
え
も

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
徳
川
時
代
を
通
じ
て
畿
内
が
行
政
的
に
か
な
り
分
断
さ
れ
た
所
領
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
は
、
こ
の

地
域
の
都
市
的
集
落
の
成
立
を
特
色
づ
け
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
と
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
は
非
領
園
地

域
の
都
市
的
集
落
と
し
て
、
陣
屋
格
大
名
が
本
拠
地
と
す
る
町
、
す
な
わ
ち
陣
屋
町
な
ど
を
考
察
す
る
う
え
で
、
そ
の
性
格
の
捉
え
方
を

規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
陣
屋
所
在
地
は
非
都
市
的
集
落
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

本
稿
で
取
上
げ
た
大
海
の
場
合
は
一
事
例
に
す
ぎ
ず
、
他
の
陣
屋
所
在
地
で
も
同
じ
こ
と
が
い
え
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
そ
れ

陣屋町の形態と構造について

は
立
地
し
た
時
期
も
異
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
領
主
の
置
か
れ
て
い
た
政
治
的
背
景
も
異
な
る
た
め
に
一
様
に
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ

の
た
め
に
、
城
主
に
準
じ
る
小
大
名
の
領
域
の
中
心
と
い
っ
て
も
大
海
の
よ
う
な
計
画
的
な
陣
屋
町
が
建
設
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
と
思

え
ば
、
中
島
義
一
の
一
連
の
報
告
や
大
越
勝
秋
の
研
究
B
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
陣
屋
村
と
も
い
う
べ
き
も
の
ま
で
幅
広
い
も
の
が
誕
生

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
変
動
の
大
き
い
陣
屋
所
在
地
の
あ
り
方
、
存
在
形
態
な
ど
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
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文
献
・
註

(
1
)

一
九
七
0
年
代
ま
で
の
城
下
町
の
研
究
展
望
に
つ
い
て
は

矢
守
一
彦
『
城
下
町
研
究
ノ
l
ト
』
古
今
書
院
、

一
九
七
二
に
、
そ
れ
以
降
の
動
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向
に
つ
い
て
は
武
藤
直
『
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
封
建
都
市
研
究
』
『
日
本
の
封
建
都
市
(
第
一
巻
)
』
文
一
総
合
出
版
、

紹
介
し
て
い
る
。

(
2
)

豊
田
武
「
日
本
の
封
建
都
市
」
岩
波
全
書
、
一
九
五
二
、
八
九
i
九
八
頁

(
3
)

藤
岡
謙
二
郎
「
日
本
歴
史
地
理
序
説
』
塙
書
房
、
一
九
六
二
、
一
九
四
頁

(
4
)

藤
岡
謙
二
郎
・
山
崎
謹
哉
・
足
利
健
亮
編
『
日
本
歴
史
地
理
用
語
辞
典
』
柏
書
房
、
一
九
八
一
、
三
O
O
j
一一一
O
一
頁

(
5
)

中
林
保
「
近
世
鳥
取
藩
の
陣
屋
町
」
人
文
地
理
二
六
四
、
一
九
七
四

(
6
)

以
後
、
本
稿
で
は
城
持
大
名
の
城
主
格
に
対
し
て
、
大
名
で
あ
り
な
が
ら
も
城
を
持
た
ず
、
陣
屋
が
封
地
の
本
拠
地
と
な
る
大
名
を
陣
屋
格
と

称
す
る
こ
と
に
す
る
。

(
7
)

中
島
義
一
「
一
万
石
大
名
の
城
下
町
(
第
一
報
こ
新
地
理
一

O
l二
、
一
九
六
こ

な
お
、
中
島
に
は
以
下
の
陣
屋
町
あ
る
い
は
陣
屋
格
大
名
に
つ
い
て
の
一
連
の
報
告
が
あ
る
。

「
一
万
石
大
名
の
城
下
町
(
第
三
報
)
そ
の
こ
新
地
理
一
一
一
一
|
一
、
一
九
六
五

「
一
万
石
大
名
の
城
下
町
(
第
三
報
)
そ
の
二
」
新
地
理
二
二
二
一
、
一
九
六
五

「
一
万
石
大
名
の
城
下
町
に
つ
い
て
の
一
、
二
の
資
料
」
歴
史
地
理
学
紀
要
七
、
一
九
六
七

(
8
)

『
共
武
政
表
(
明
治
十
二
年
)
』
柳
原
書
庖
、
一
九
七
八

(
9
)

『
新
庄
町
史
』
新
庄
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四

(
叩
)
『
滋
賀
県
の
自
然
』
滋
賀
県
、
一
九
七
九

(
日
)
『
高
島
町
史
』
高
島
町
役
場
、
一
九
八
三

(
ロ
)
『
安
芸
町
郷
土
史
』
安
芸
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
、
六
九
頁

(
日
)
大
越
勝
秋
「
泉
州
伯
太
陣
屋
村
の
研
究
」
地
理
学
評
論
三
五
|
九
、

一
九
八
二
、
に
詳
し
く

一
九
六




